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Tautologies: Emphasis through Grounding

Takafumi OGATA

１．はじめに

「約束 約束 」 ー ー表現 本稿 考察 。日本語

ー ー 中心 論 進 理由 他言語 比 日本語 ー ー表現 豊

ー ー解明 手 多 考 。本稿 目標 （ ） 問

答 。

（ ）ａ ー ー 何 （ 表現 ）。

ｂ ー ー 意味 獲得 （有意味化 手順）。

（ ） 対 本稿 結論 ー ー 強調表現 一種 ー 再確認・再

定義 構文 。 「対比 背景化」 働 本稿 考 。

背景化 種類 応 ー ー 種類 分類 （内部背景化 ー

ー 外部背景化 ー ー）。先行研究 ー ー 分類 様々 観点

行 （ 坂原 藤田 平井 ）。 形

式 機能 意味 発話状況 分類 ー ー 特徴・特性 述 過 。

本稿 分類 違 生成 違 分類 。 分類 ー

多義性 状況 多様性 副詞 共起関係 英語 冠詞等 違 説明 。

次 （ ） 対 ー ー 意味 状況・文脈 依存 問題

。状況・文脈 強 依存 考 方 。一方 反

対 考 。彼女 特定 状況・文脈 ー ー 特有

表層表現 見 ー ー 意味 分 。 両者 折衷案的考

。本稿 折衷案的考 。 先

行研究 違 点 （ ） 示 生成 （「対比 背景化」） 組 入 説明

。具体的 語彙 繰 返 文 助詞 副詞 表現形式 語用論的知識 要因

背景化 加 ー ー 有意味化 考 。

以下 構成 節 ー ー 定義 。 節 ー ー 分析

。 背景化 提示 共 助詞及 副詞 共起関係 。 節 関

は だ といったト トロジ を は する

のト トロジ を に を めるが その は に べ のト トロジ が

かであり ト トロジ の がかりが いと えるからである の は の いに

えることである

ト トロジ とは か どういう であるか

ト トロジ はどのようにして を するか の

まず に し の は ト トロジ は の であり カテゴリ の

をする とする このとき するものの というプロセスが くと は える

この は あり それに じてト トロジ もまた に する ト

トロジ と ト トロジ においても ト トロジ の は な か

ら われている しかしほとんどが

による であって ト トロジ の を べたに ぎない

の は それらと い プロセスの いをもとに する この により ト トロジ

における の との の の いを していく

に に しては まずト トロジ の が にどこまで するかが に

なる に く する え に がある これと

の えが である は の によらず ト トロジ に

な を ることで ト トロジ の が かるとした そしてこの の えが

などがある は えをとる しかし

と う は で した プロセス するものの を み れて す

る には の り し コピュラ の に

のプロセスが わって ト トロジ は すると えていく

の は まず でト トロジ を する それをふまえ でト トロジ を

する ここでは つの を すると に び との をみる では

(Promises are promises.)

1a

Wierzbicka 1986, 2002, 1988, 1995, etc.

1b

Grice (1975), Levinson (1983)

Wierzbicka (1986)

Fraser (1988), Gibbs and McCarrell (1990)
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連表現 見 。 ー ー 強調表現 一種 示 。 節 英語 ー

ー 節 有意味化 見 。最後 節 。

ー ー 繋辞 結 構文 。典型的 「約束 約束

」 「 」 形 。 「 」 代 「 」「 」 使

様々 表現 。 繋辞 結 構文 便宜上［ ］ 表 。

通例 形式 ー ー 本稿 条件 課 。恒真（

真） 条件 。

ー ー 情報 表現 思 当 前 表現 正

恒真 表現 。 否定 。「約束 約束 」

矛盾 文 意味 。

見落 ［ ］ 形 恒真 場合 。

否定 。

（ ）ａ

ｂ

（ ）ａ 選挙 勝 大統領 大統領 。

ｂ 選挙 負 （ ）大統領 大統領 。

（ ）（ ） 主語 大統領 特定 大統領 指示 大統領 役割 示 。

役割 。役割 （ ）（ ） 否定 。

恒真 否定 。（ ）（ ） 役割付与 文 伝 情

報 。 種 構文 疑問文 。

（ ）ａ

ｂ 選挙結果 。大統領 大統領 。

普通 ー ー 疑問文 否定文 作 。 種 構文 全 異

言 。 恒真 ［ ］ 形 擬似 ー ー 呼 恒真

［ ］ 区別 。 日本語 主節 現 「 」 文 相

当 。

一方恒真 ［ ］ 形式 取 表現 。（ ） 例 示 。

（ ）」（彼 来 知 来 知 ）（ ） 「

（負 負 ）「 」

（ ）「 」

（好 好 ）「 」

を る そしてト トロジ は の であることを す では のト トロ

ジ についてふれ で のメカニズムを る に をまとめとする

ト トロジ は つの が によって びついた である には は

だ のように は だ の をとる とはいえ は の わりに が も が われたり

な がある そこで つの が によって ばれた を と す

はこの をもって ト トロジ とするが ではさらに を したい つね

に という である

ト トロジ が のない と われがちなのは たり の つまりいつでも しいと

いう の だからである そのため することができない は でない はいわば

した であり をなさない

しかし とされがちなのは の であっても にならない がある すなわ

ち できる

のみ

に ったので が だ

に けたので もはや は でない

で の は の を し つめの は を す

は そうでなくなることもある がなくなれば のように できる つまり

ではないため できる は いわば の であって そこには える

がしっかりとある さらにこの の は にすることもできる

はどうなりましたか が ですか

のト トロジ は や が れない そのため この の は く なるものと

える このような でない の をとるものを ト トロジ と び の

と をしたい ちなみに では に れる が だ の がこれに

する

ではあるが の を らない がある に を す

のどちらか は るかも れないし ないかも れないか でないか

けたのなら けたのだならば

やるときはやるのときは

きだから きだから
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X

X X

X X is X

X is X

The president is the president, because 52% of the people voted for him.

The president is not the president, because 52% of the people did not vote for him.

((2a) Fauconnier (1994))

(president)

2b 3b

Could you tell me the election outcome? Is the president the president?

X is X

X is X X X

X is X

A A

A A

A A

A A

*
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（ ） （瀬戸 ）「 」

表現 広義 ー ー 言 本稿 ー ー 区別

ー ー的表現 呼 。 表現 ［ ］ 形式 取 本質 ー

ー 同 同 説明 。以上 （ ） 。

（ ）ａ ー ー ：［ ］ 形式 恒真

ｂ 擬似 ー ー ：［ ］ 形式 非恒真

ｃ ー ー的表現：［ ］ 形式 恒真

節 定義 ー ー 分析 。 結論 。一 ー ー

基本的 ー 再定義・再確認 。 一 「対比

背景化」 用 。 外部背景化 内部背景化

述 。

ー ー 本質 ー 再確認 。 ー 本来 連続的

境界線 時 。 連続的 非連続的 区切 再

確認（再定義） ー ー 。

例 柔道 試合 一番 実力選手 直 出場 善戦 優勝戦

逆転負 。 後輩 「 考 実際 優勝（勝 ） 」 言 選

手 「負 負 」 言 。勝 負 判断 連続 境界線 時 。

連続性 否定 勝 負 線引 ［負 ］ ー 再確認（再

定義） ー ー 言 （ 中村 ）。

再確認（再定義） 形 行 。方法 。一

［他 述 ］方法 。 一 属性

［中身 言及 ］方法 。

具体例 考 。以下 （ ） 前者 ［ ］（ ） ［ 属

性 ］ 方法 再確認 行 。（ ） 前半部分 男 男 男以外

。後半部分 女 女 女以外 。 意味 。

他 強調 ー 再確認 。一方（ ）

属性 問題 。（ ） 場合 捕 限定 （ ） 場合 捕

含 ー 再定義 。

（ ） 男 男 女 女 。

（ ）ａ 捕 。

いいものはいいなものは

これらの は にはト トロジ と えるかもしれないが ではト トロジ と し

ト トロジ と ぶ この は の を らないが において ト ト

ロジ と じであり じように することができる をまとめると のようになる

ト トロジ の をとり

ト トロジ の をとり

ト トロジ の をとらず

の をもとに ト トロジ を する ここでの は つある つはト トロジ

は に カテゴリ の ということである もう つは そのために する

ものの というプロセスを いることにある このプロセスは と の

つがあることを べる

ト トロジ の は カテゴリ の である カテゴリ とは なもので そ

の は としてゆれる この なものを なものとして はっきり りをつけ

するのが ト トロジ である

えば の で の がケガが りきらずに し それでも し で

けしたとする それを が ケガを えれば は ち ですよね と い

が けは け と ったとしよう ち けの は しており その は にゆれる

その を し ちと けにはっきりと きし け というカテゴリ を

するのがト トロジ と える

ではこの をどのような で うのだろうか は つある つは は

でないもの と のものでないことを べる である もう つは は という を

もったもの と に する である

で えよう の は の は でないもの は は という

をもったもの という で を う の は は であって の

ものではない は は であって のものではない という である つまり

のものでないことを することにより カテゴリ を している では ネコ

の が になっている の ネズミを るネコに して の ネズミを ら

ないネコも めて ネコのカテゴリ を している

しょせん は は だ

ネズミを ってこそ ネコはネコだ

1997: 64-65A A

X is X

X is X

X is X

X is X

cf. 2000

X Y

X x

X Y X x

8a 8b

５．

， ，

， ，

， ６

６ ． ，

． ，

． ，

２ ， ２

， ，

，

２

， ， ，

，

，

， ， ，

， ，

，

， ，

２

，

，

７ ， ８

， ７ ， ，

， ，

， ８ ，

，

，

７ ， ，

８ ． ，

３．ト トロジ のー ー 分析

3.1. 対比 背景化するものの
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（ ） （ ）

（ ）

ｂ 捕 。 （坂原 ）

再確認（再定義） 本稿 「対比 背景化」 直 。

（ ） 各々対比 「男以外」「女以外」 背景化 ［男］ ［女］

再確認 。一方（ ） ［ 捕 以外 特性］ 背景化 基準 ［ 捕 ］

限定 ー 再定義 行 。（ ） ［ 捕 ］ 背景化 除外

特性 ー 再定義 。 図示 （ ） （ ）

。

背景化 対 異論 想定 。 ー ー 単 語 的

要件 焦点 当 構文 背景化 手順 不要 考 方 。

（ ） 違 捕 坂原（ ） 述 （ ） 記述拒否

例 説明 。 設定 子供 聖書 読 「姦淫」 語 理解

尋 。

（ ）子供 姦淫 ？

母親 姦淫 姦淫。子供

知 。 （坂原 ）

（ ） 姦淫 的要因 何 関与 。

姦淫 言葉 姦淫 言葉 以外 。他 対比 意味

成立 。図示 （ ） 。 姦淫以外 言葉 背景化

。 ー ー 統一的 説明 対比 背景化 概念 必要 。

背景化 名前 付 。 ［ ］ 場合 外部

対比 背景化 。 外部背景化 呼 。一方［ 属性 ］

場合 内部 特性（ 以外） 対比 背景化 。 内部背景化 呼 。

ー ー 外部背景化 ー ー 内部背景化 ー ー 。

ー ー ー ー 解釈 持 明

（例 解釈 坂原 ） 。

（ ） 大 言 。

解釈 問題 大 認 上 大

排除 当 。

解釈 大 大 大 。

（ ）賢 言 子 子 。

解釈 賢 子 他 属性 関 子 。

7 ’ 8 ’
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2002: 112-3,124
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ネズミを らなくても ネコはネコだ

こうした のプロセスを では するものの によってとらえ す

つまり では する を することで ないしは

を する では ネズミを る の を し を ネズミを る

に し カテゴリ の を う では ネズミを る を し それを した

ネコの で ネコというカテゴリ を する これを したものが と であ

る

しかし に しては が される ト トロジ とは にその のプロトタイプ

に を てる であって という は とする え である しかしそれでは

の いをうまく らえられないし が べる のような

の が できない ここでの は が を んでいて という が できず

ねるというものである

ってなに

は はそんなことは

らなくていいの

では のプロトタイプ は ら していない

という は という であって それ のものではない との によって

が している すれば になる つまり の をすべて したにすぎな

い ト トロジ を に するには による という が である

さてここで つの に を ける まず は でないもの とする いわば

の を し する よって と ぶ は という をもったもの と

する いわば の を し する そのため と ぶ このと

きト トロジ は ト トロジ と ト トロジ の つがあることになる

このように つのト トロジ があることは ト トロジ が つの を つことで らかに

なる と のみ

いくら きいと っても ネコはネコだ

になっているネコの きさを めた で きいことがそのネコをネコのカテ

ゴリから するには たらない

きさも あくまでネコの きさであり たいして きくない

いと っても どもは どもだ

い どもだが その の に しては どもである

*

*

*

1

2

3
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（ ）

（ ）

解釈 子 限定 離 賢 。

（ ） 安 。

解釈 安 事実 。

解釈 安 結構 高額 買 物 。

（ ）（ ） 解釈 内部背景化 ー ー 解釈 。（ ） 示 （ ）

大 （ ） 賢 （ ） 安 各々背景化 ー 再

定義 。一方（ ） 解釈 外部背景化 ー ー 解釈 。（ ） 示

（ ） 対比 他 大 生 物 （ ） 対比 賢 大人 （ ） 対

比 他 安 品物 各々背景化 意味 成立 。 内部背景化 外部背

景化 選択 形式 固有 文脈・状況 応 語用論的 決

分 。

使 状況 異 場合 ー ー 種類 入 替 （例 状況設定

坂原 ）。（ ） 状況 考 。

（ ） ー ー 。

状況 ー選手 打撃不振 状態 再 打撃 好調 （

状態 状態 復帰）

状況 ー 絶好調 絶好調 確認 打

（ 状態 確認）

状況 相当 （ ） 。 ー 打撃不振 状態 背景化 本

来 ー 再確認 。 内部背景化 ー ー 。一方状況 相当

（ ） 他 選手 背景化 。 他 選手 違 ー ー

述 。 外部背景化 ー ー 。 考 （ ） 状況

同 意味 思 実 背景化 違 伴 意味 微妙 違 。

「対比 背景化」 説明 。

以上「対比 背景化」 分類 外部背景化 内部背景化 。 意

味 分類 意味成立過程 違 。 解釈 多義性（ ）（ ） 状

況 違 （ ） 説明 。次節 助詞「 」「 」「 」及 名詞以外 ー ー

14

16

13

11 13 14a 11

12 13

11) (13 14b

11 12 13

2002: 118 15

15

X X

X

X X

16a

16b

15

11 13

15
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どもという を れれば たいして いわけでない

いくら くても ダイヤはダイヤだ

ひどく いが ダイヤであるのは だ

ダイヤとしては いが な い である

の は ト トロジ の である に すように で

は きいこと では いこと では いことを することで カテゴリ を

している の は ト トロジ の である に

すように では する の きい き を では する い を では

する の い を することで が している つまり か

かの は に なものではなく その に じて に まってくるこ

とが かる

さらに われる が なる ト トロジ の が れ わることがある と

のみ には つの が えられる

イチロ はやはりイチロ だ

イチロ が の から び が になったとき が にふ

さわしくない から にふさわしい に

イチロ がすでに のときに その を するかのようにヒットを っ

たとき がすでに にふさわしい なのを

に するのが である イチロ らしからぬ だった を し

のイチロ を している これは ト トロジ である に する

では の を している つまり の とは い イチロ はイチロ である

と べている これは ト トロジ である こう えると は でも でも

じ をもつように えるが は するものが い それに い が に っている

そしてそれは するものの によって される

するものの には つまり と がある これは

による ではなく の いである これにより の

による い が される で は が も び のト トロジ に

*4
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ｂ

「対比 背景化」 検証 。

ー ー 代表的形式「 」 上 見 。 形式 内部背景化

外部背景化 両方 。話 重複 本節 「 」 副詞 関係 「

」 表現 述 。

副詞 副詞 背景化 種類 決 。内部背景化

「 」「 」「 相変 」 外部背景化

「 」「所詮」 副詞 。

（ ）ａ 安物 安物 。

ｂ 藪医者 言 医者 医者 。

ｃ 太郎 太郎 。

（ ）ａ 大型株 大型株。少々売 変動 。

ｂ 所詮 。所詮 偽物 偽物。

副詞 入 替 外部背景化 内部背景化 意味 変 。

意味解釈 片方 背景化 偏 場合 適格性 違 場合 。（ ） 外部背

景化 解釈 優先 「 」 不自然 。逆 （ ） 内部背景化 優

先 「所詮」 不自然 。副詞 標識 内部背景化 外部背景化

導 。

（ ）ａ 所詮 過 去 過 去 。

ｂ 所詮 盗 盗 。

次 「 」 表現形式 見 。（ ） 図示 （ ）

。 外部背景化 連続 起 。 全 別

別 ー 強調 。 形式 同 ー

属 考 （野田 ）。

（ ）ａ （所詮）他人 他人 自分 自分 。

表現 似

「 （ ）

。」（後述 節）

背景化 図式 違 意

味 異 。

［ ］形式 「 」 使 表現 通例 ー ー 擬似 ー ー （

節）。擬似 ー ー 解釈 「 」 単独 使 主節 現 場

合 。 擬似 ー ー 解釈 持 場合 「 」 用 不適格
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ついて するものの を する

ト トロジ の は だ は すでに で てきた この には

と の がある の をさけるため では は と の は だ

は だ の の つを べていきたい

まず であるが どの をとるかで の が まることがある には

やはり やっぱり それでも いつも わらず いつまでたっても には

さすがに の がつく

やはり は だ

と われようが それでも は だ

はいつまでたっても だ

さすがに は りがでても がすくない

うそはうそ は

むろん を れ えることで と の を えることができる しかし

が の に っている に いがでる がある では

の が されるので やはり がつくと である に では が

され がつくと になる が いわば となり か の

どちらかを いている

やはり ぎ ったことは ぎ ったこと

やはり みは みだ

に は だ は だ の を る のプロセスを したものが

である ここでは が して こっている このことにより と が く もの

カテゴリ であることが される ただしこの では と はもともと じカテゴリ

に していて セットとして えやすいものでなければならない

は は だ

なおこの と たものに

も だが なら も

だ があ

るが する が い

も なる

で が を う には のト トロジ と ト トロジ がある

ト トロジ の になるのは が だ が で われたり に れる

である そのため ト トロジ の が てない が を いれば ないしは

3.2.

3.3.

「 」

「 」

は

が

X X

X X

Y Y

17

18

19a

19b

19 { ?? }

{?? }

X X Y Y 20a 20b

X Y

X Y

1996: 7

20

X X Y

Y

X is X cf.

X X
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（ ）

不自然 。

（ ）ａ 約束 約束 。

ｂ 捕 。

従属節 中 用 「 （ ） …」「

」 形式 ー ー 意味 持 。

「 （ ） …」 考 。 場合若干擬似 ー

ー的 。 間接的 指 示 。

（ ）ａ 場所 場所 客 入 。

ｂ 時間 時間 普段込 道 通 。

ｃ 季節 季節 冷酒 。

名詞 各々 （ ） ［ 場所］（ ） ［今 時間］（ ） ［今

季節］ 指 。 直接的 （ ） ［人通 多 場所］（ ） ［遅 時

間 早 時間 ］（ ） ［寒 季節］ 指 示 物 特性 直接結 。

（ ） 言 ［場所 人通 多 場所 ……」 意味 。

外部背景化 働 。図示 （ ） 。指 示 特性 強調

特性 持 背景化 。 特性 背景化 文脈

決 。

「 」 特性 「 」 比 明確 。（ ） 「 」 使 内部背

景化 （ ） 「 」 使 外部背景化 。（ ） 「時間 貴重 …」

意味 一方（ ） 「今 定刻（ 過 ） …」 全 異 意味 。

背景化 違 加 指標 問題 関 。

（ ）ａ 時間 時間 始 。

ｂ 時間 時間 始 。

形式 中 擬似 ー ー 例 。（ ） 例 （ ）

否定 。（ ） 番目 「監督」 監督 特性 特定 監督 指 示

。一方 ー ー（ ） 表現 否定 （（ ））。

（ ）ａ 監督 監督 細部 凝 映像 。

ｂ 監督 監督 細部 凝 。

（ ） 時間 時間 … 場所 場所 …

季節 季節 …

次 「 」 形式 見 。 構文 関 。

23

21 ??

??

X X X X Y Y

X X

22

22a 22b 22c

22a 22b

, etc. 22c

22a

23

24a

24b 24a

24b

24

25a 25b

25a

22 26

25

26 * *

*

X X Y Y

である

が だ

ネズミを らなくても ネコがネコだ

よって の で いられ が だから だけど だけに が なら も

だ の をとるとき ト トロジ の を つことになる

まず が だから だけど だけに から えていく この ト ト

ロジ になる すなわち に し すものがある

が だから が らないわけがない

が だけに んでいる もスイスイ れました

が だけど をいただくよ

つめの は では ここの では という では の

を す とはいえ ではなく では りが い では い

い では い などと し す の と びついている

で えば は りが い ここなので という である

このとき のプロセスが く すれば になる し すものの が さ

れるのは その を たないものを するからである どの を するかは によっ

て まる

こうした が の は は と べることでより になる は は を い

は が を い がおこっている では は だから な

どの では はもう を ぎている だから と く なる になる

の いに えて の が わっている

は だから めましょう

が だから めましょう

またこの をとるものの には ト トロジ の もある の がそれで

のように できる の の は の ではなく の を し して

いる ト トロジ の は することができない

が だから まで った になっている

が でなかったら あれほど まで らなかっただろう

が でなかったら が でなかったら

が でなかったら

に が なら も だ の を ていく この には つのプロセスが わる

．
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（ ）

（ ）

一 内部背景化 共通特性以外 背景化 。共通特性 文脈 決

通例 望 特性 指 。二 共通特性 因果関係 。

影響 及 。（ ） 図示 （ ） 。背景化 因果関係

示 。

（ ）ａ 親 親 子 子 。

ｂ 社長 社長 社員 社員 。

（ ） 説明 親 子供 似 悪 点

以外 特性 背景化

共通特性 強調 。 親 子 何 影響 関連 見 。 含意

通例「子 子 親 親 」 違和感 生 。 文脈次第

十分適格 文 。

「 」 使 ー ー 内部背景化 外部背景化 両方 表現形式 決

。内部背景化 表現 「 」（ ） 外部背景化 表現 「

」（ ）「 （ ） 」（ ） 。（ ） 例 各々図示

（ ） 。

（ ）ａ 私 叔父 北 北 北海道 住 。

ｂ 仕事 仕事 阪神 ー 応援 行 。

ｃ 息子 息子 親 親 。人 話 全 聞 。

内部背景化 例（ ） 場合［周辺的 北］ 背景化 ［北］ 意味 強調

（ ）。次 外部背景化 「 」（ ） 仕事以外 一旦背

景化 。 主節 ［仕事以外（応援）］ 再焦点 当 （ ）。 外部背景化

「 （ ） 」（ ） 共通部分（人 話 聞 ）以外

背景化 （ ）。 表現 「 」（例： ） 単独 用

図式 （ ） 同 文脈 推測 。 （ ） 共通

部分 通例望 来 非難 意味 持 多 。

ー ー 主語（属詞） 名詞 。（ ） 動詞 （ ）

形容詞 使 。

28

30

X Y

X

Y 27 28

27

27a

X X ... 29a X X

... 29b X X / Y Y 29c 29

30

29

29a

30a X X ... 29b

30b

X X / Y Y 29c

30c X X

30c Y 30c

31 32

つは のプロセスで と の が される は で ま

るが は ましくない を す つめはその の のプロセスがある

が に を ぼしている を したものが である と の つの

プロセスが されている

が なら も だね

が なら も だね

で すれば も も た い

があり それ の を することで

が される しかもそれは から に らかの があると る こうした

があるため が なら も だね には が じる しかしそれとて で

は な となる

も を うト トロジ にも と の があり により まっ

ている の として も の として も だ

が も だがなら も だ がある の を したも

のが になる

の は も に んでいます

も だが タイガ スを しに かなければならない

も だが も である の を く かない

まず の であるが この な が され の が

されている に の つめ も だが では が

される そして で に が てられる そして

の つめ も だが なら も だ では の を かない

が される この は も だ あなたもあなただ と で いられること

もあるが としては と じであって は から される この の

は ましくないものが て の を つことが い

ト トロジ の になるのは だけではない のように のよ

うに が われることがある

，
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3.5.

「 」

名詞以外 ー ー

も

のト トロジ

*
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（ ） （ ）

（ ）ａ ー 見 見 返信 時間 。

ｂ 愚痴 聞 聞 思 。

ｃ 人 言 言 何 。

（ ）ａ 今年 夏 暑 暑 昨年 比 。

ｂ 君 意見 正 正 人 優 。

ｃ 営業 仕事 楽 。

動詞 形容詞 ー ー 場合 名詞 ー ー 同 「対比 背景化」

起 。 場合 外部背景化 。動詞 表 以外 行為 形容詞 表 以外

状態 各々背景化 。図示 （ ）（ ） 。（ ） （ ） （ ）

（ ） 対応 。

（ ）（ ） ー ー 後 「～ 」 付加 。

一旦背景化 主節 復活 否定 。例 （ ）

一旦背景化 ［見 以外 行為（返信 ）］ 主節 焦点 当 。 （ ）

対比 ［暑 以外 状態（寒 涼 ）］ 否定 。 対比 違

（ 去年 夏 暑 対比 ） 暑 述 。 動詞

形容詞 ー ー 「対比 背景化」 説明 。

（ ）（ ） ー ー 従属節 現 主節 現 。

場合 「対比 背景化」 働 。

（ ）並 骨董品 古 手入 。

本節 ー ー 関連表現 列挙 。 「対比 背景

化」 一種 強調表現 見 。

ー ー的表現 節 定義 ［ ］ 形式 取 恒真 表現

。（ ） 以下 再掲 。

（彼 来 知 来 知 ）（ ） 「 （ ）」

（負 負 ）「 」

（ ）「 」

33 34

31

32

33 34 33 31 34

32

31 32

31a

32a

etc.

31 32

35

X is X

36 A A

A A

A A
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１．

２．

３．

メ ルは るは るんですが には がかかります

は くは くけど いいアドバイスはできないと うよ

あの は うは うけど もしないのよね

の も いは いが に べればましです

の は しいは しいが への しさがないね

の はつらいはつらいが しいこともあるのです

や のト トロジ の も のト トロジ と じく するものの

が こっている ただしこの になる が す の が す

の が される したものが である が に が

に している

では ト トロジ の にすべて ですが けど が が している そのこと

により されたものが で したり されたりしている えば で

は された る の する が で が てられる また で

は した い の い しい が される つまり するものが え

ば ここでは の の さと すれば それほど くはないと べる いずれにしろ や

のト トロジ もまた による で されることとなる

なお ではト トロジ はすべて に れているが に れることもある

この でも による が いていることはいうまでもない

べられた はすべて いが れがよく きれいはきれい

では ト トロジ の を する そして それらすべてが するものの

によるものであり の であることを る

ト トロジ とは で したように の を らない の であ

る を に する

は るかも れないし ないかも れないか でないか のどちらか

けたのなら けたのだならば

やるときはやるのときは

４．関連表現

4.1. ト トロジー ー的表現
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（好 好 ）「 」

（ ） （瀬戸 ）「 」

［ ］ 形式 取 ー ー 同 「対比 背景化」

意味 成立 考 。図示 （ ） 各番号 （ ）

対応 。

（ ）

共通 「周辺的 背景化 」 内部背景化 起 。

内部背景化 連続 起 。前半 「周辺的 ［来 ］」 後半 「周辺的 ［来 ］」

背景化 。 彼 行動 二項対立的 捉 。来 来

中間的 排除 。 行動 再定義 起 。

［周辺的 負 ］ 背景化（除外） 「負 」 再定義 。 状態 入

周辺的 述 。 「周辺的 ［ ］（中途半端

実行 ）」 背景化 「 」 行為 再定義 。 「周辺的 ［好

］」 背景化 。 「好 」 強調 。最後 「周辺的

」 背景化 「良 」 強調 。

ー ー的表現 「対比 背景化」 無意

味 陥 意味 成立 。 繰 返 表現 使 強調 意味 。

擬似 ー ー 節 述 ［ ］ 形式 非恒真 文 指 。

例文 （ ） 以下 繰 返 。

（ ）ａ

ｂ 選挙 勝 大統領 大統領 。

（ ） 擬似 ー ー 単 役割 具体物 結 働 。（ ）

「大統領 役割 現在 大統領 」 両者 結 。 指標 問題 。

通例 ー ー 違 自体 再定義 。実際

否定文 疑問文 恒真 。 ー ー 全 異 性格 持

。

擬似 ー ー 一種 強調構文 言 。同 語 繰

返 継続性 強調 。

「対比 背景化」 働 。図示 （ ） 。

現在大統領 候補者 背景化 （現在 大

きだから きだから

いいものはいいなものは

これらは の を らないが ト トロジ と じく するものの とい

うプロセスによって が すると えられる したものが で は に

している

すべてに して な を する という のプロセスが こる まず

では が して こる で な る で な ない

を する このことにより の を に える るか ないか そのどち

らかであって なものが される すなわち の が こなわれている では

な け を し けた を している では という に っ

たときには な はない ということを べる つまり な やる な

など を することで やる という を している でも な

き を する そうすることで き を する の だが ここでも ない

いもの を することで い を する

このようにト トロジ もまた するものの というプロセスにより

に ることなく が する また り しの を うことで の がここにはある

ト トロジ とは で べたように の をとり の を す

の を として に り す

に ったので が だ

のような ト トロジ では に と を びつける きをしている で

は の をするのが の だ と を びつける つまり の になる

そのため のト トロジ と い を しているわけではない

にも にもなれ でない よってト トロジ とは く なる を って

いる

しかしこの ト トロジ もまた の と える じ という を り

すことによって が される

ここでもまた するものの というプロセスが いている すれば になる

でない を することで が の

４．

５．

，

， ，

，
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， ２ ，

， ３ ，
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１ ，２

，

，
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A A

1997: 64-65A A

X is X

37 36

37

X

.

.

. A

A

.

.

X is X

(2)(3)a 38

38 The president is the president, because 52% of the people voted for him.

38 38

the president

. .

president

39

the president the incumbent president

4.2. 擬似 ー ート トロジ

*8
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（ ）

（ ）

統領） 継続性 強調 。

考 ー ー 擬似 ー ー 共通点

。「背景化 」及 形式［ ］ 。

擬似 ー ー ー ー 含 入

可能性 生 。 否定文 疑問文 点 表 意味 全 異 点 恒真 点

考 共通部分 差異 大 。 ー ー 別扱 方 自然 。

繰 返 表現 ［ ］ 形 語 繰 返 表現 指 。通例

回繰 返 多 回繰 返 重繰 返

例 （（ ） 吉田 ） 。

（ ）ａ “ ” “ ”

ｂ

ｃ

ｄ

（ ） 動詞 （ ） 形容詞 （ ） 名詞 （ ） 副詞 繰 返

。 連続 並 場合 挿入 場合 。

語 句 節 繰 返 。（ ） （ ）

回繰 返 。

（ ）ａ （小西 ）

ｂ

（奥田 ）

繰 返 表現 繰 返 語 意味 強調 。日本語 例 省略 日本語

同 。 強調 ー ー 同 「対比 背景化」 働 。

以外 背景化 強調 意味 生 。

39

42

president

X is X

X is X She is

very very happy. (Triple repetition)

40 1982: 170-171

40 I he mumbled between kisses.

Jackie Collins: Chances

The air is clear, your sinuses feel grand, and you’re

B. Glemser:

She broke down and put her hands over her eyes, weeping bitterly. What a morning!

Nothing but B. Glemser:

This dream never reached a conclusion. It just went

Joe McGinnis:

40a love, 40b alive, 40c tears, 40d on

and

41a asked her 41b they wanted

41 He 1982: 100

They wanted him for guest shots, record albums, personal appearances, merchandising,

benefits, movies,

Sheldon, p.244 1983: 73

X

であること すなわち の が される

こう えると ト トロジ と ト トロジ は つの

がある のプロセス び である そ

のため この ト トロジ もまたト トロジ に み れる

が じる しかし や になれる す が く なる でない など

を えるとき より が きい そのためト トロジ とは いする が である

り し とは の をとらずに などを り す を す は

のように り すものが いが り す り し

の もある は

は は は は が り されて

いる そのまま して べる と が される がある

また だけではなく や も り される では では

が り されている

こうした り し は り される の を する の は するが

でも じである この もまた ト トロジ と じく するものの が く つま

り を することで の が じる

，

， ２

，

，

， ，

，

， ，

２ ，３ ３

，
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．

．
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4.3. 繰 返 表現り し
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love love love you, Love love love you.

alive, alive, alive.

The Super- Jet Girls

tears, tears, tears. Here Come the Brides

on and on and on.

The Dream Team

asked her and asked her and asked her.

they wanted they wanted they wanted.

A Stranger in the Mirror,
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（ ） （ ） 背景化 図示 。繰 返 以外 行為 繰 返

背景化 意味 純化 周辺的 （ ） 落 。（ ）

図式 。一方（ ） （ ） 背景化 図示 。（ ） 違 点 時系列

矢印 入 。 時間 流 沿 背景化 連続 起 。 他

同 連続 起 （泣 続 ） 意味 。（ ） 同 図式 。

（ ） 分 時系列 有無 違 繰 返 表現 ー ー

同 用 。 外部背景化 用 意味 強調 。

繰 返 表現 ー ー 合体 表現 。 表現

（（ ） 奥田 。

（ ）ａ

ｂ “

”

ｃ

構文 諸説 （吉田 小西 安藤 奥田 ） 本稿

安藤 同 立場 取 （ ） 構造 持 考 。［ ］ 形式 重複

連続 起 。 構文 （ ） 同 背景化 持 。（ ）

図示 。例文 詩 引用 。

（ ）ａ ｂ

ー ー 重 合 以外 何度

背景化 。 意味 純化 同時 周辺的 （ ） 落 意味

強調 。 構文 一種 強調表現 外部背景化 。

以上本節 関連表現 一種 強調表現 考 。 同時 ー ー

一種 強調表現 言 。 周辺的 以外 背景化

意味 強調 。 強調 本質 言 。 強調 単 言

他 言 意味 強調 。「他 」 部分 「対比

背景化」 相当 。同 言葉 何 形 繰 返 「他 」 述

強調表現 。 異 何 背景化 点 背景化

点 絞 。簡略化 形 図示 （ ） 。

42a 40a love

love X love 40b

42b 40c 42a

X 40d

42

A is A is A.

43 1983: 76-77)

43 depending on who says it, how it’s said, and how it’s

heard. Fast & Fast, p.17

McCabe fell in beside him, insisting, Come on, I can see they

handle a little different than a plane, but

Cameron, p.70

he told himself, and kept right on driving.

Wohl, p.14

1982: 169, 1982: 100, 1975: 69, 1983

44a X is X

A is A is A. 42a 44b

G. Stein

44

Rose is a rose is a rose is a rose.

rose

rose X rose

A is A is A.

X X

X X X

X

X

45

は の を したものである り すことで の が り し

されるため の が され な がそぎ とされていく

もこの になる は の を している と う は の

が っている ここでは の れに って が して こる つまり でもない

じ が して こる き ける という になる も じ である

から かることは の の いはあるが り し もまた ト トロジ と

じプロセスを いることにある もっといえば のプロセスを い を する

こうした り し とト トロジ が したような がある である

は

この には あるが で

は と じ を り のような を つと える の が しながら

して こる このとき もまた と じ のプロセスを つ

に する は の からの である

ト トロジ を ね わせることで が

も される の が されると に な がそぎ とされ

が される もまた の であり のプロセスをとる

でみた はすべて の と えられる それと にト トロジ も

また の と える それらはすべて な または を することで

を する これは の と える が であることを するのに に と

うのではなく でもない と うことで は される でもない の が す

るものの に する じ を らかの で り すことは でもなく と べ

る ということになる ただ なるのは を するかという と どのように

するかという に られる した で すると になる

，

， ，

，

， ，

， ， ，

， ，

，
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．
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．

－

，
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． ．
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A word is a word is a word

Talking Between the Lines,

a kite is a kite is a kite.

Sky Riders,

A buck is a buck is a back,

China Syndrome,

Sacred Emily

－

－

－

4.4. ５種 強調表現の
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外 部 背 景 化 内 部 背 景 化

構文 ー ー
繰 返 表現 擬似 ー ー ー ー的表現

A is A is A. ト トロジ
り し ト トロジ ト トロジ

（ ）

（ ）

（ ） 左 表現 方 直接的 強調表現 。 背景化

背景化 取 ー ー 内部背景化 恒真表現（ ー ー

ー ー的表現） 。

以上 ー ー ー ー的表現 構文 繰 返 表現 擬似

ー ー 強調表現 一種 「対比 背景化」 共有 。

連続 一 線上 位置 述 。

英語 ー ー 文 上 。本稿 立場 英語 ー ー

「対比 背景化」 同 説明 。 日本語 違 点 。英語

反復語 単数・複数 違 冠詞 有無 違 。（ ） 種類 例文

。

反復語 違 意味 影響 問題 。 反復

語 違 ー ー 解釈 分 。 実際 文脈 状況

ー ー 意味 変 反論 折衷案 提示

。本稿 形式的 側面 導 最終的 文脈 状況 応

意味 決 考 。 （ ） 見 反復語 違 適格性 違

絶対 一定 傾向 予想 。

具体的 見 。 「不定冠詞 ＋単数名詞」 内部背景化 結

傾向 。 不定冠詞 集合 任意 ー 取 出

典型例 提示 。 典型的 以外（周辺的 ） 背景化 ［内部背景

化 ］ 結 傾向 。一方「無冠詞＋複数名詞」 場合 外部背景化

結 傾向 。複数名詞 集合 全部 大半 言及 集合 記

述 。 集合体以外 背景化 ［外部背景化 ］ 結 傾向 。

例 考 不定冠詞 用 （ ） 内部背景化

46 Nabsr. is Nabsr. War is war; *Wars are wars, *Wars will be wars.

Npl are Npl. Kids are kids; *The kids are the kids.

Npl will be Npl. Boys will be boys; *A boy will be a boy.

An N is an N. A party is a parry; *The party is the party.

The N is the N. The law is the law; *The war is the war.

N1 is N1 (and N2 is N2). East is East, and West is West

45

45

A is A is A.

46

(Wierzbicka 1986: 104)

Wierzbicka (1986)

(Fraser 1988,

Gibbs and McCarrell 1990, etc.)

46

(a,an)

(a,an)

Wierzbicka (1987: 107-108) 47a

で にある の が より な になる いずれも のプロセスをとるが

を つ れるのはト トロジ のみ をとれるのは ト トロジ と

ト トロジ になる

まとめると ト トロジ ト トロジ り し

ト トロジ はすべて の であり するものの を する またそれ

らは する つの に していることを べた

すでに のト トロジ の を でいくつかあげてきた の は のト トロジ

もまた するものの によって じく される ただ と う がある の

には の いや の の いがあることである はその と に

なる

こうした の いが にどこまで するかが となる は

の いによって ト トロジ の が かるとした しかし は かなり や によっ

て ト トロジ は その を えることから または が されてきた

は な に かれながら には や に

じて が まると える しかし に るように の いにより に いがで

るのは ではないにしても の があることが される

に ていきたい まず は のプロセスと び

つく がある というのも は ある から のメンバ を り し そ

れを として する そのため なもの なもの を する

のプロセス と びつく にある の のプロセス

と びつく がある は ある の または に することで その を

する そのため を する のプロセス と びつく にある

の で えれば を いた では のプロ

， ，

２ ， ，

， ， ， ， ，

， ，

，

， ，

，

， ，

， ，

， ， ，

，

， ，

， ，

，

， ， ，

，

， ，

， ，

５．英語 ー ーのト トロジ
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（ ）

。 ［周辺的 約束］ 背景化 約束本来 義務 意味（約束 守

） 。一方無冠詞 複数名詞 （ ） 場合 外部背景化 。

約束以外（契約 ） 背景化 契約 法的 比 「約束 約束 過

」 意味 。（ ） 背景化 違 図 示 。

（ ）ａ

ｂ

傾向 時 ー ー（例 慣用的 ー ー ） 適格・不適格 影

響 及 。 傾向 ー ー 文脈・状況 大

影響 受 考 。

一見無意味 ー ー 文 意味 持 過程 考察 。

出発点 語 繰 返 。語 繰 返 強調構文 分

「対比 背景化」 適用 。次 文 構造 背景

化 導 。 繋辞（ ） 働 。

） 述 英語 繋辞 用法 。

叙述内容 主語 表 内部 向

外部 向 （ 安井 ）。日本語 基本的 同 当 。

繋辞 中 視点 向 場合 外 視点 向 場合 。本稿 内部背景

化 外部背景化 対応 。実際（ ） 見 背景化 文 ー

ー 。 背景化 選択 助詞「 」「 」「 」 副詞「 」「所詮」

等 及 表現形式 方向付 。最後 背景化 ［対比物］ 語用論的 決定

意味 確定 。（ ） 図示 。

（ ） ー ー 有意味化

48

47b

48

47 A promise is a promise.

Promises are promises.

Halliday (1967:

66-67 be inclusive be exclusive be

inclusive be exclusive be

cf. 1980

45

49

49

セスになる つまり な が され の の は らなければ

ならないもの になる で の の のプロセスである

そのため など が され など なものに べ は に ぎず

あてにならない という になる は の いを で したものである

こうした は としてト トロジ えば ト トロジ など の に

を ぼす しかしこれはあくまで であって ほとんどのト トロジ は に き

く を けると えられる

なト トロジ の が どのようにして を つのか その を する まず

は が り されることにある が り されることで であることが かり

するものの のプロセスが される にコピュラ という から つの

が かれる というのも コピュラ には つの きがあるからである

が べるように の には と の つの がある

とは が によって されている に けられるもので

では に けられる においても に じことが てはまる つま

り には に が く と に が く の つがある ではそれが

と に する で たように つの をもつのはコピュラ のト

トロジ のみである そして の は は が も やっぱり

び によって けがなされる に する が に

され が する に する

ト トロジ の メカニズム

，
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， ， ，

．

．
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，

６．有意味化のメカニズム
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語彙 繰返 文 助詞 副詞 表現形式 語用論的知識 要因 背景化

加 ー ー 有意味化 。

本稿 ー ー 取 上 一種 強調表現 ー 再確認

構文 論 。 ー ー 強調構文 共有 「対比 背景化」

働 見 。 内部背景化 外部背景化 意味

多義性（ ） 状況 多様性（ ） 副詞 共起関係（ ） 英語 冠詞等 違 （ ）

説明 ー ー 有意味化 関 （ 節） 論 。

本稿 主 日本語 ー ー 中心 論 進 。 日本語 ー ー 他言

語 比 豊 表現 持 ー ー分析 出発点 日本語 ー ー 有効 考

。今後 課題 他言語 検証 言語間 違 捉

残 。

の し コピュラ の に のプロセ

スが わって ト トロジ は する

はト トロジ を り げ それが の であり かつカテゴリ を するた

めの であると じてきた ト トロジ には に する するものの と

いうプロセスが くことを た このプロセスには と の つがあり

の の との の の い

を するとともに ト トロジ の のプロセスにも わること を じた

は に のト トロジ を に を めてきた それは のト トロジ が

に べ かな を ち ト トロジ の として のト トロジ が と

えたからである の としては での と の いをどう えていくかとい

うことが されている

， ， ， ， ， ６ ，

，

， ，

， ２ ，

－ ， ， ，

， ６

， ，

， ，

７．まとめ

11) (13 15 19 47

注

* 1 2002

(1988

* 2

??

* 3 2002

* 4 2002 15

* 5 Okamoto (1993

22

* 6 X X X X

X X

* 7 X X

* 8 The incumbent president is the president.

* 9 1983 again

*10 A woman is a girl is a woman. 1983:

78-80

*11

坂原（ ） 他 ー ー 区別 記述否定 本稿 同 原理 働

考 区別 。藤田 ） 参照 。

逆 言 対比 見 ー ー解釈 難 。「子供 子供 」

「 水 水 」 容認性 違 子供 対比物 大人 想起 水 対比

特定 。適格 文脈 必要 。

坂原（ ） 解釈 例外 認 ー ー 例外 認 ー ー

説明 。 解釈 説明 。

坂原（ ） （ ） ー 所属 再確認 例 提示 。

状況設定 示 違 対 議論 。

） 述 「 」 使 ー ー 望 特性 表

多 。 （ ） 例 必 否定的 意味 持 。

「 」 形式 動詞 少 「 」 形 普通 。例

「動 動 」「走 走 」「進 進 」 。 「 」

「対比 背景化」 働 。

形容詞 場合 「 」 形 多 。例 「 」

「大 大 」 。 背景化 働 。

実際 「現在 大統領 大統領 」 言 換

。

回以上繰 返 。奥田（ ） 回繰 返 例 。

構文 変化形 。 奥田

参照 。

以下 不定冠詞 無冠詞複数 述 。他 傾向

では のト トロジ と して とするが では じ が いて

いると え しない も のこと

に えば するものが つけにくいと ト トロジ は しくなる は だ

は だ の の いは の として はすぐに されるが と するも

のを しにくい になるためには しっかりとした が である

は つの を を めるト トロジ と を めないト トロジ とし

て する しかしなぜ つの があるかの はない

では はカテゴリ に していることを する として している

このとき つの を しているが この いに する はない

が べるように この が を ったト トロジ は ましくない を す

ことが い しかし の のように ずしも な を つわけではない

は の をとる は なく のは だが の をとるのが である えば

くのは くが るのは るが むのは むが などがある たとえ のは だが で

あっても するものの がやはり いている

の ことは の をとることも い えば やわらかいことはやわらかい

きいことは きい などがある そのときでも のプロセスが いている

とか の が だ と い えがで

きる

り されることもある に が り される がある

この には のような がある これについては

を のこと

では と の つのみを べている のものについては こうした の
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是非 含 再検討 。

擬似 ー ー 外部背景化 指標 外 向 用法

安藤貞雄 ‘ 渡辺登士 他編 『続 ・ ー

第 巻：英語一般Ｂ（文字・数詞・句読法 ）』 大修館書店

安藤貞雄 『英語語法研究』研究社

“ ”

“ ”

“ ”

藤田知子 「 「 」構文解釈 試 」『 語学研究』

“ ”

“

”

“ ”

“ ”

樋口万里子 「 ー ー 意味理解」『活水論文集 英米文学・英語学編』

平井昭徳 「英語 名詞的 ー ー 発話状況 」『島根大学法文学部紀要 文学科編』

小西友七 『 英語 語法』研究社

小西友七 「 構文 答」『時事英語研究』

小屋逸樹 「 ー ー 両義性」『慶應義塾大学言語文化研究所紀要』 号

三木悦三 「 ー ー 呼 起 」『英語語法文法研究』

“ ”

森本俊之 「 ー ー 解釈的表現 」『名古屋大学言語学論集』

水崎博明 「 ー ー 試論 」『福岡大学人文論叢』

水田洋子 「 ー ー」 構文 研究 有意味化 体系的把握」大阪大学

言語研究科 修士論文

中村芳久 「『勝 勝 』『負 負 』― ー ー 潜 認知的否定」『言語』

西川眞由美 「 考察 概念 視点 」『語用論研究』

西山佑司 「 ー 理論 分析 妥当 」『認知科学』

も めて していきたい

ト トロジ が しかないのは という に かう だからである

クエスチョン ボックスシリ ズ

など

は だ の み フランス

ト トロジ の

の ト トロジ の について

アメリカ の

ひとつの

ト トロジ と

ト トロジ と び こし

ト トロジ における について

ト トロジ のための つの

ト トロジ の その メカニズムの

ちは ち けは け ト トロジ に む

の の から

メンタルスペ ス におけるコピュラの はどこまで か

，
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